











　「生血」は、ゆう子という女性が初めて性行為を経験した後、その身に生じた違和感が繊細に語られてゆく小品である。違和感が性交を機 表れるため、彼女の視点から描写される男性の断片的な言動を繋ぎ合わせ ことによって、表面的には彼女が との性行為のせいで心身ともに傷つき、そ 傷つきが違和感となって表れるのだと、これまで解釈されて た。　研究史を整理すると、フェミニズム・ジェンダー系批評が先行





















化できる層（前意識）のあわいに浮かんでくるものと規定した。このイメージは辛うじて捉えることができる程度の不明瞭 ものに過ぎず、そのイメージが真に何を表している かは語り手自身にも掴みきれない。そのため、イメージを言 化す ことは非常に困難なのである。 れでもイメージを言語化 ようと試みりが②のイメージに寄り添おうとする語りで り、いわば深層の語りだといえる。
　「生血」には、頻繁に「～のやうに」という比喩を用いた語りが現れるが、こうした比喩の多用が、語り手がイメージに寄り添って語ろうとする姿勢と、比喩を用いることでしか語ることができない、イメージを言語化することの困難さを物語ってい 。　金魚イメージと密接に関わる語り手の意識と語りの構造につい












しゃがみこんで金魚に一匹ずつ「紅 ぼり」 、 「緋鹿の子」 、 「あけ
−135−



















は、彼女が男と交わった自分自身に強い違和感を抱いているからである。それは性交によ て肉体に生じた表層的な違和感と うよりも、もっとずっと深いところにある根源的な傷つきによるものだと推察される。なぜなら、衝動となって表れる違和 は非常に激しいものなのに、 の違和感が何に起因す のかは彼女自身にも捉えきれてい いからである。それゆえ、そ 違和 を言葉にすることはできな 。　
ゆう子自身のありようは、言葉の代わりに金魚イメージが豊か



































と重なっている点を踏まえると、 〈金魚殺し〉を象徴的な安藝治殺し 捉えるのは、表層的解釈とは言えないだろうか。金魚の目玉をピンで突き刺した際、彼女は金魚の体を貫通したピンの先自分の人差指までも傷つけている。ここからは、安藝治に対してではなく、 「男の匂ひ」を発する彼女自身に向けられた攻撃性すら読み取ることができよう。そ て、 〈掴 れ 〉感覚と同様ここでも身体に負った傷が彼女と金魚との間で述語的に共有されているの ある。　
金魚を殺した後も、ゆう子の中には金魚がイメージとして留ま
り続ける。そして、自 では明瞭に捉えるこ も語 こともでき
ない傷ついた自己イメージが、同じく傷ついた金魚イメージとして表出するようになるのである。　
金魚の姿に、男性と交わった受け入れがたい自分の姿を、ひい
ては性交によって を見出したゆう子は、宿の部屋に据えられた大きな姿見の前に座り込み、鏡の中から見つめ返す自分の視線を意識しながら、傷ついた人差指を慰撫するように口に含んで涙を流す。傷ついたのは人差指であるが 彼女が癒そ としているのは、傷つい 〈私〉そのものであろう。　
ゆう子は「泣いても泣いても悲しい」と語る。その悲しみには





































喪失という事実に伴う傷つきであり、肉体に侵入さ たことで生じた違和感を指すと考えられる。し し 性交 よってゆう子に
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生じた違和感は、具体的な部位の肉体的な傷つきとしてではなく、 「ぼんやり」と漂うばかりで掴みどころがない生臭い匂いとして表れるのである。さきに指摘した通り、彼女の違和感の根源にあるのは 身 奥に潜む自己イメージの傷つきなのであって、肉体の表層に留ま 喪失感や傷つ とは異なる。そもそも確かな形を持たない自己イメージの傷つきであるから、容易には言語化もできない。　
傷ついた自己イメージから発する違和感は、匂いや震え等の身
体感覚を通じて感受され表出されるが、 あくまで違和感としてしか言語化されない。ここで ゆう子が違和感の根源にある自己イメージの傷つきにまで思い至ることはないのである。その理由につい は、後に詳述する。　
ゆう子は性愛をめぐる既成の語彙を当てはめることで、捉えど

























































































ゆう子は然うした卑しい表情で自分たちを見て行く人と、今の自分と云ふものの上とにそれ程の隔だ りがあるやうに思へなかつた。いくらでも覗きた ほど自分を見せてやれと思つた。どうせ自分は、そ 人 ち は珍らしくない矢つ張り腐つた肉に包まれてるやうな人間だ 思つた。









る。嫁入り前に男と関係を持った女は下層の人々にすら「卑しい」表情で見られ、男と交わって 汚れ」てしまった自分は「腐つた肉に包まれてるやうな人間」だというのである。これらもまた、表層のコードに従った語りであるのは言 ま もない。　
その語りの中でも、 「腐つ 肉に包まれてるやう」だというの

















客席に上がるが、そこは暗く湿り気を帯びた空間であった。わずかな見物客は二人の姿に目もくれず、一階の舞台上で行われる出し物に見入っている。安藝治と離れ二階の後方へ腰掛けて、彼女は帯から塗骨の扇子を取り出し、お むろに扇ぐ。する 、 「香水の匂ひがなつかしく沁み」るよう 感じら た。　
これまで彼女が嗅ぎ取った匂いは、金魚に由来する生臭い匂い

















ましい要素を兼ね備えていたからである。振袖に男袴という装いは、金魚の特徴である大きな胸鰭と尾鰭を思わせる姿である ゆう子 金魚の体の中 も、とりわけ尾鰭が揺れ動くさまを好んでいたが、男袴の娘は足の動きに合わせて袴を振り乱していた。袴の激しい動き 芸を披露する娘の全身から漲る躍動感は、ゆ子が心を寄せる「お侠」な金魚 イメージにも繋がる。 「男袴」は、雛妓から感じられたあからさまなエロスや女性性を抑制した装いでもある。　
ゆう子は演技を終えた娘の「髱がつぶれてゐた」さままで見逃







〈悲しみ〉 、すなわち性交によって生じた違和感を処女喪失や、肉体の傷つきとして捉え、それを「汚れ」と表現した時の〈悲しみ〉のことである。その〈悲しみ〉に対して、再びふつふつと衝動が湧き立ってくる。 〈悲しみ〉をめぐる表層のコードに従った語りにもまた、 「何うにでもなれ」という内なる言葉によって裂け目ができるのである。　
すると、どこまで落ち込んで行っても「人の影」は見える、と
いう前後の繋 を欠い 唐突な語りに続いて、 「小屋の中の人たちがなつかし」いという言葉が述べられ こ 文脈に従えば、 「人の影」は「小屋の中 人たち」を指すことになるが、直後に彼女は「浅黄繻子の男袴」の残像に強く囚われたままである
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ことを明かしている。したがって、 「人の影」とは男袴を穿いた娘の影 いうことにな　「人の影」が「小屋の中の人たち」から「浅黄繻子の男袴」へと徐々に焦点化される を踏まえると、ゆう子が「なつかし」く感じたのも男袴の娘と推定してよいのではないだろうか。　懐かしいという言葉には、心惹かれ離れがたいという意味と、
過去の思い出が慕わしいという二つの意味がある。また、この場面の他にも、ゆう子は懐かしい人の胸に頬を寄せた時の暖かさや、扇子に染みた香水の香りを〈なつかしい〉と表現している。これらの語りを踏まえると、彼女にとって〈な かし 〉という言葉は、過去を振り返る意味に加えて、対象への好意や陶酔感を表す だといえるだろう。　
ゆう子が見世物小屋の中で初めて見た娘を〈なつかしい〉と感


































































「蝙蝠」は安藝治あるいは男性の象徴であり、 「浅黄繻子の男袴を穿いた娘」はゆう子や男袴の娘、あるいは女性の象徴となる。したがって、 〈蝙蝠が娘の生血を吸う〉イメージは、社会制度上も性愛におい も男性が女性を支配し、搾取す イメージとして捉えられることになる。　
しかしながら、 「蝙蝠」が金魚の死骸のイメージの変化したも
































血を吸う〉イメージは、自己イメージという りも、彼女の願望がイメージ化した と考えた方がよいだろう。あくまでも、イメージの中だけだが、彼女の自己イメージである蝙蝠 男袴の娘の生血を吸うことで欲望は満たされ 蝙蝠も片翼ではなく完全体となっている。　
ゆう子の同性に対する欲望が集約された願望充足的なイメージ
は、安藝治に流され ままついて行こうと 彼女に対して、深層から発せられる警告のような働きがあ とも考えられる。　
このイメージが浮かんだ直後、ゆう子は安藝治に手を取られ
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あったとしても、それではなぜ、社会規範を逸脱して 安藝治と性交渉をもったのだろうか。語り手は ばしば比喩や表層のコードに従 語りによって、違 の焦点をずらして語 では、語りにみられる〝ずらし〟が ゆう子 行為におい も当てはまると考えることはできない つまり、異性愛の枠組みからの〈逸脱〉である同性への欲望を、男性との婚前交渉による社会規範からの〈逸脱〉へとずらすことで 自身のセクシュア
リティを抑圧しようとしたのではないだろうか。ゆう子は婚前交渉自体を後悔したり恥じたりする様子がない反面、性愛に関する〈逸脱〉をしきりに気にかけている。その〈逸脱〉が語りの上では婚前交 による逸脱として語られるわけ ある。　
また、ゆう子が男性性の薄い安藝治と性交渉を結んだことも、
彼女のセクシュアリティをめぐる葛藤の表 と解釈でき 雛妓のような「細い頸筋」を持つ物静かな彼ならば、たとえ男であっても許容することができるかもしれないという僅かな望みが、ゆう子の意識下で安藝治へ託されていたのでは か。　
これらを踏まえて、なぜ社会規範を逸脱してまで



















































































田村俊子の「生血」に即して」の中で、 「男の顔 性的な優越を含んだある種の「笑い」が浮かぶ。この「笑い」が発条 なって、中の憎悪がゆっくりと動き出し、 「男 に向かって焦点を結び始め















































　「暗い巣」とは、蝙蝠の住処を表すと考えられる。初出のテクストでは、ゆう子と蝙蝠との結びつきが明示されていたのである。単行本収録時に傍線を付した引用箇所は削除された。これによっ 、ゆう子と蝙蝠との繋がりはテクストの表面から抑圧 るが、単行本に収録されたテクストには、ゆう子 持ち物である「洋傘」に「かうもり」というふり仮名が付された。雛妓 持 傘は「絵模様の朱の日傘」であり、ゆう子の「洋傘」とは区別されている。
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佐藤義寛「中国吉祥物考（二）─金魚と蝙蝠─」 （ 「文芸論叢」第四十九号
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丹治愛はブラム・ストーカー著、新妻昭彦・丹治愛訳『ドラキュラ【完訳詳注版】 』 （水声社
　
二〇〇〇年）の中で、 「この男は私のもの
だ」というドラキュ の言葉について「ドラキュラのホモセクシャル的欲望を暗示する言葉だが、この欲望は以後、テクストの表面からは抑圧され」ると述べ、この言葉がストーカーの「創作ノート」に頻出する言葉であることにも言及している。

　
ドラキュラの言う「この男」はジョナサン・ハーカーという男で、
ドラキュラは彼を長期間に渡って自分の城に監禁する。ハーカーに近しい女たちばかりがドラキュラに襲われることから、ドラキュラはハーカーを苦しめて快感を得ようとしてい か ようでもある。
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石堂藍「入門講座
　
海外ホラーの主役たち（
注）　
吸血鬼」 （ 「日本経
済新聞」夕刊
　
二〇一三年七月十一日） 。吸血行為が性行為を象徴
しているという同様の指摘は、種村季弘『吸血鬼幻想』 （河出文庫
　
一九八三年）にもある。
　

　
本論は修士論文「金魚幻想─日本近現代文学における金魚─」の
中の一章を書き改めたものである。引用はすべて『田村俊子作品集』第一巻（オリジン出版センター
　
一九八七年）に拠り、適宜新字体
に改めた。

（あきもと
　
かおる
　
二〇一四年修士課程修了）
